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肝疾患相談支援センターだより

近畿大学病院 肝疾患相談支援センター
Kindai University Hospital, Liver disease consultation support center
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きゃんゾ
ウくん
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ー

イメージキ
ャラクター

肝臓と〇〇 シリーズ 3第
回

肝臓と皮膚について

自己免疫性肝疾患①
自己免疫性肝炎について
自己免疫性肝疾患①
自己免疫性肝炎について
おすすめレシピおすすめレシピ

読書の秋だ
から

読みましょ！

”かく”のは
よくない

デショ

￥
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内科再診

内科

通院治療
センター

中 庭

バス停→

ロビー

※開門時間（平日・土曜のみ）
　7：30～18：00

正面玄関

会計
窓口 初

再
診

受
付

A
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M

医療
安全
対策課

肝疾患相談
支援センター ※患者支援センター

　窓口にお越しください

く
ん
レ
タ
ー

Tel.072-366-0221
https://www.med.kindai.ac.jp/liver/

お問合せ

性格
座右
の銘

おとなしくて温厚な性格。体を守ってくれるやさしい子で
す。普段からあまり怒ったり大声を出したりすることがな
いので、周りから気づかれにくいのが悩みどころ。

沈黙の臓器と呼ばれるほど、ほとんどの人が肝臓のピンチに気が付かな
いので、皆に大事さをもっと伝えたいと祈ったら、このような（かわいい）
姿にトランスフォームした肝臓。語尾は「デショ」。

あなたならボク（肝臓）を守ることができる
よ！！ってことデショ。

肝疾患相談支援センター イメージキャラクター

きゃんゾウくん

近畿大学病院 肝疾患相談支援センター
Kindai University Hospital, Liver disease consultation support center

どうぞ
よろしくデショ♪

can

肝 Doit！You

https://www.med.kindai .ac. jp/

facebookでも情報配信中！
@kindai .medicine 

2F
お聞かせください
みなさまの をお声

臓器の一部が失われた後に、細胞が分裂して増えた
り、分化（多様な細胞にわかれること）したりすること
を臓器の「再生」といいます。肝臓は再生力のつよい
臓器であり、肝細胞が肝炎ウイルスやお酒の影響で
こわされてしまい失われても、急速に分裂してもとの細
胞数が維持されます。ギリシャ神話には、プロメテウ
スがハゲタカに毎日肝臓をついばまれても、毎晩肝臓
が再生したと書かれています。太古の時代から肝臓が
再生することが知られていたのかもしれません。ただ
し、肝細胞のダメージがつよすぎるとき（劇症肝炎また
は急性肝不全）には再生が追いつかないことがありま
すし、肝臓が硬くなっている（肝硬変）場合には再生
力は低下しています。肝臓をいたわりましょう。

小話帳
のきゃんゾウくん

キ
ニ
ナ
ル

Voice

ご意見や今後取り上げてほしい内容など
みなさまのお声をお聞かせください。

きゃんゾウくん
メッセージも
お待ちしております !

への

まってる

デショ♪

肝臓は再生する

CHECK!

近畿大学医学部 消化器内科
医学部講師
南康範

肥満がひき起こす肝臓の病気

視聴はコチラ♪

近畿大学病院 消化器内科
医学部講師
依田広

A型肝炎とE型肝炎について

視聴はコチラ♪

肝炎・肝がんについて知ろう！
あなたの肝臓を守るために

YouTube配信 肝臓病教室
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お薬をうまく
使いましょう。

肝
臓
と
皮
膚
に
つ
い
て

肝
臓
と
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

第
3
回
目
は
肝
臓
と
皮
膚
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肝
臓
と
い
ろ
い
ろ
な
臓
器
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
と
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

第
3
回
目
は
肝
臓
と
皮
膚
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

肝
臓
と
〇
〇

3第
回

シ
リ
ー
ズ

肝臓と〇〇 シリーズ 肝臓と皮膚について

　
難
治
性
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
先
程
紹
介
し
た
治
療
法

は
根
本
的
な
治
療
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
病
気
の
症
状
を
和
ら
げ
る
対
処

療
法
と
な
り
ま
す
。
薬
を
う
ま
く
使
っ

て
、
ス
キ
ン
ケ
ア
や
日
常
生
活
に
気

を
つ
け
て
か
ゆ
み
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

3第
回

近畿大学医学部 皮膚科学教室 専攻医
宮脇 佳代
2020年　金沢医科大学　卒業
2020年　府中病院　初期研修医
2022年　近畿大学医学部皮膚科学教室　専攻医

皮
膚
掻
痒
症
と
は
？

肝
臓
と
皮
膚
の
か
ゆ
み
は

関
係
あ
る
の
？

皮
膚
掻
痒
症
の
治
療
法
と
は
？

皮
膚
掻
痒
症
は
治
る
の
？

　
皮
膚
掻
痒
症
と
は
、
発
疹
を
認
め

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
ゆ
み
を
訴

え
る
疾
患
、
つ
ま
り
、
ぶ
つ
ぶ
つ
が

な
い
の
に
肌
が
か
ゆ
く
な
る
病
気
の

こ
と
で
す
。
皮
膚
科
で
は
よ
く
み
る

病
気
で
あ
り
、
一
般
的
な
皮
膚
疾
患

の
1
つ
で
す
。
原
因
は
様
々
で
、
薬

の
影
響
に
よ
る
も
の
、
加
齢
に
よ
る

も
の
、
腎
疾
患
や
肝
疾
患
、
血
液
疾

患
な
ど
の
内
臓
疾
患
に
よ
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
原
因
が
わ
か
ら
な

い
も
の
を
特
発
性
と
呼
び
ま
す
。

そ
う
よ
う
し
ょ
う

　
あ
ま
り
し
っ
く
り
こ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
肝
疾
患
に
よ
っ
て
皮

膚
掻
痒
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
胆
汁
が
う
っ
滞
す
る
こ
と
で

か
ゆ
み
が
生
じ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
他
に
も
様
々
な
因
子
が
複
雑

に
絡
ん
で
い
ま
す
。
慢
性
肝
・
胆
道
疾

患
に
お
け
る
か
ゆ
み
の
頻
度
は
、
多

少
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す
が
全
体
の

約
30-

40
%
認
め
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
※
1
。

そ
う
よ
う
し
ょ
う

そ
う
よ
う
し
ょ
う

　
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
と
い
う
飲
み
薬

や
、
鎮
痒
性
外
用
薬
で
あ
る
オ
イ
ラ
ッ

ク
ス
®
や
レ
ス
タ
ミ
ン
®
と
い
っ
た
塗

り
薬
が
一
般
的
な
治
療
と
な
り
ま
す
。

他
に
は
特
別
な
紫
外
線
を
浴
び
る
紫

外
線
治
療
が
有
効
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
か
ゆ
み
に
よ
り
皮

膚
を
掻
く
こ
と
で
湿
疹
が
出
来
る

掻
破
性
湿
疹
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

ス
テ
ロ
イ
ド
の
塗
り
薬
を
使
い
ま
す
。

ま
た
皮
膚
掻
痒
症
の
患
者
さ
ん
の
な

か
で
、
慢
性
肝
疾
患
が
あ
る
人
、
ま

た
は
血
液
透
析
を
行
っ
て
い
る
人
に

は
ナ
ル
フ
ラ
フ
ィ
ン
塩
酸
塩（
レ
ミ
ッ

チ
®
）と
い
う
飲
み
薬
を
使
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
慢
性
肝
疾
患
の
あ
る
皮

膚
掻
痒
症
の
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
60

%
以
上
に
ナ
ル
フ
ラ
フ
ィ
ン
塩
酸
塩

が
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
※
2
。
薬
で
の
治
療
も
大
切

で
す
が
日
常
生
活
で
の
ス
キ
ン
ケ
ア

も
非
常
に
重
要
で
す
。
皮
膚
が
乾
燥

し
て
い
る
こ
と
で
か
ゆ
み
が
さ
ら
に

ひ
ど
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場

合
は
保
湿
剤
を
使
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
的
に
身
体
が
温
ま
る
と
か
ゆ
み

が
ひ
ど
く
な
る
の
で
、
か
ゆ
み
が
ひ

ど
い
と
き
は
身
体
が
温
ま
る
運
動
や

場
所
は
避
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

か

そ
う
は
せ
い

そ
う
よ
う
し
ょ
う

そ
う
よ
う
し
ょ
う

肝
疾
患
に
よ
っ
て

発
症
す
る
こ
と
も
…

宮脇  佳代

近畿大学医学部
皮膚科学教室 専攻医

大塚  篤司

近畿大学医学部
皮膚科学教室 主任教授

［監修］

そ
う
よ
う
し
ょ
う

そ
う
よ
う
し
ょ
う
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近畿大学医学部
消化器内科 医学部講師
依田  広

　
体
内
に
侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を

や
っ
つ
け
る
防
御
機
構
を
免
疫
と
い
い
ま

す
。「
自
己
免
疫
」
と
い
う
の
は
、
病
原
体

が
感
染
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

免
疫
が
自
分
自
身
の
臓
器
を
攻
撃
し
て
し

ま
う
こ
と
を
指
し
ま
す
。
自
己
免
疫
に
よ

る
肝
臓
の
病
気
を
自
己
免
疫
性
肝
疾
患
と

い
い
、
主
な
も
の
と
し
て
自
己
免
疫
性
肝

炎
と
原
発
性
胆
汁
性
胆
管
炎
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
自
己
免
疫
性
肝
炎
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。 自

己
免
疫
と
は
？

1

　
肝
臓
の
中
に
あ
る
も
っ
と
も
多
い
細
胞

で
あ
る
肝
細
胞
が
、
自
己
免
疫
で
こ
わ
さ

れ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
中
年
以
降
の
女

性
に
多
く
、
白
血
球
の
血
液
型
の
ひ
と
つ

で
あ
る
H
L
A-

D
R
4
と
関
連
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
な
ら
ず
し
も
遺

伝
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
根
本
的
な
原
因

は
不
明
で
す
。 自

己
免
疫
性
肝
炎
と
は
？

2
　
ス
テ
ロ
イ
ド
の
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場

合
や
、
ス
テ
ロ
イ
ド
を
減
量
し
て
肝
炎
が

悪
化
す
る
よ
う
な
と
き
は
、
免
疫
抑
制
作

用
の
あ
る
ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
の
内
服
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
白
血
球
の

著
明
な
減
少
や
脱
毛
が
お
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
副
作
用
を
予
測
す

　
免
疫
力
を
抑
制
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
（
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ

ン
）
の
内
服
が
有
効
で
す
。
最
初
の
う
ち

は
多
い
用
量
で
投
与
し
、
効
果
を
み
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
減
量
し
て
い
き
ま
す
。
こ

の
お
薬
に
は
不
眠
、
肥
満
、
高
血
圧
、
高

血
糖
、
脂
質
異
常
症
、
免
疫
力
低
下
に
よ

る
感
染
症
（
カ
ビ
や
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
）、
骨
粗
鬆
症
な
ど
多
く
の
副
作

用
が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
に
十
分
注
意
し

な
が
ら
治
療
を
お
こ
な
い
ま
す
。
補
助
的

に
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ
コ
ー
ル
酸
の
内
服
を

併
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
が

効
き
に
く
い
場
合
は
？

5

　
長
期
的
に
肝
臓
の
炎
症
が
持
続
す
る
と

肝
臓
が
硬
く
な
り
肝
硬
変
に
至
り
ま
す
。

炎
症
の
程
度
に
よ
っ
て
は
短
期
間
で
急
性

肝
不
全
に
至
り
ま
す
。
急
性
肝
不
全
に
な

れ
ば
、
現
代
の
科
学
技
術
で
も
人
工
肝
臓

は
な
く
、
肝
移
植
で
し
か
救
命
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期
に

診
断
と
治
療
を
お
こ
な
い
、
肝
臓
を
守
り

ぬ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

る
検
査
（
N
U
D
T
15
S
N
P
）
も
あ
り
、

安
全
に
治
療
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

治
療
し
な
い
と

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
？

6
　
食
欲
が
す
こ
し
低
下
す
る
、
あ
る
い
は

か
ら
だ
が
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い
と
い
っ
た

症
状
の
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
初
期

に
は
自
覚
症
状
の
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

慢
性
的
な
関
節
の
痛
み
（
慢
性
関
節
リ
ウ

マ
チ
）
や
目
や
口
の
中
の
渇
き
（
シ
ェ
ー

グ
レ
ン
症
候
群
）
な
ど
の
他
の
自
己
免
疫

性
疾
患
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
検
診
や
定
期
的
な
受
診
で
の
肝
酵
素

（
A
S
T
、
A
L
T
）
が
高
値
の
場
合
、
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
や
脂
肪
肝
が
否
定
で
き
、

自
覚
症
状
や
検
査
は
？

3早期の診断と治療で
肝臓を守りましょう！

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
G
（
I
g
G
）
高
値
や

抗
核
抗
体
（
A
N
A
）
が
陽
性
で
あ
れ
ば

自
己
免
疫
性
肝
炎
を
疑
い
ま
す
。
確
実
な

診
断
の
た
め
に
は
、
超
音
波
検
査
で
み
な

が
ら
肝
組
織
を
採
取
し
、
肝
細
胞
が
リ
ン

パ
球
で
攻
撃
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど

を
顕
微
鏡
で
詳
し
く
観
察
す
る
、
肝
生
検

と
い
う
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

自己免疫性
肝疾患
①

お気軽に
お問い合

わせ

するデ
ショ

自己免疫性肝炎のおもな血液検査所見

免疫細胞
（リンパ球や形質細胞）

正常肝細胞 免疫細胞に
攻撃される肝細胞

自己免疫性肝炎は、厚生労働省の定
める指定難病の一つです。基準を満
たせば医療費助成の対象となります。
くわしくは、肝疾患相談支援センター、
または、地元の保健所等にお問い合
せください。

AST・ALT

ALP・γーGTP

HBs抗原

HCV抗体

IgG

抗核抗体

高値

正常～軽度高値

陰性

陰性

高値

陽性

血液検査項目 検査値

治
療
法
と
副
作
用
は
？

4

自
己
免
疫
性

肝
炎
に
つ
い
て

自
己
免
疫
性

肝
炎
に
つ
い
て

A
utoim

m
une hepatitis
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制度の詳細は、大阪府ホームページ「肝炎対策」をご覧ください

食
事
療
法
の
実
際

　
ス
テ
ロ
イ
ド
糖
尿
病
に
は
間
食
を
控
え
、
糖
の
代
謝
に
関

係
す
る
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
多
い
野
菜
・

き
の
こ
・
海
藻
類
を
毎
食
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

脂
質
異
常
症
に
は
野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
類
に
加
え
、
主
食

は
未
精
製
の
玄
米
等
を
加
え
る
、
副
食
は
多
価
不
飽
和
脂
肪

酸
の
多
い
青
魚
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
D
を

多
く
含
む
小
魚
と
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

K
の
多
い
緑
色
野
菜
等
の
食
品
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
今
回
、
青
魚
と
野
菜
が
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
南
蛮
漬
、
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
に
必
要
な
栄
養
素
が
摂
れ
る
青
菜
の
和
え

物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は
、自
己
免
疫
性
肝
疾
患
以
外
に
も
、慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、腎
臓
病
、

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
様
々
な
疾
患
に
対
し
て
投
与
さ
れ
ま
す
。副
作
用
の
中
に
は
栄
養
に

関
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

カルシウムとビタミンがいっしょにとれるデショ

ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
副
作
用

ス
テ
ロ
イ
ド
糖
尿
病

　
肝
臓
で
ア
ミ
ノ
酸
や
脂
質
か
ら
糖
質
（
グ
ル
コ
ー
ス
）
を
作
る
代
謝
が
亢
進
す
る
こ
と
と
、

骨
格
筋
や
脂
肪
組
織
で
糖
質
が
う
ま
く
使
え
な
い
こ
と
に
よ
り
血
糖
値
が
上
昇
し
ま
す
。

脂
質
異
常
症

　
食
欲
亢
進
、
過
食
、
肝
臓
や
脂
肪
組
織
に
お
い
て
脂
肪
が

分
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
血
中
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
が
増
え
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症

　
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
抑
え
、
尿
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
排
泄

量
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
骨
密
度
が
低
く
な
り
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
中
に
気
を
つ
け
る
栄
養
・
食
事
と
は

小松菜は塩を少し加えたお
湯で茹でて、冷水にさらし、
水気をしぼって4cm程度
に切る。
しめじは耐熱容器に入れ
レンジで加熱する。

小松菜としらすの海苔和え

お
す
す
め
レ
シ
ピ

栄養部

RE

COM M E NDED

R E C I P E

作り方

より

き
ゃ
ん
ゾ
ウ
く
ん
の

1

2

ボウルに1.2.しらす干し、
めんつゆを入れてよく混ぜ、
のりを食べやすい大きさに
切り、さっと混ぜ合わせる。

3

分

調理時間

10分

調理時間

20

小松菜･･････････････････ 120g
しめじ････････････････････40g
しらす干し･･･････････････30g

めんつゆ ストレート･･･ 大さじ2杯
焼きのり ･･････････････1/2枚

材料 （2人分）

玉葱は薄くスライスし、水
に5分程度さらして水気を
切る。パプリカは繊維を断
つように薄くスライスする。
さばは塩をふり5分程度置
き、キッチンペーパーで水
気を取り、食べやすい大き
さに切り、片栗粉をまぶす。
鍋に（A）を合わせ火にか
け、ひと煮立ちさせ粗熱を
とる。
フライパンを熱してオリーブ
油をひき、さばがきつね色
になるまで両面焼く。
ボウルに2.3.4を入れ混ぜ
合わせ、粗熱がとれるまで
漬け込む。
皿に盛り付け、上に千切り
にしたみょうがと大葉を添
える。

さばの焼き南蛮漬け

作り方

1

2

3

4

5

6

さば･･･････････････････ 半身1枚
塩 ･････････････････････ 1つまみ
片栗粉･･･････････････大さじ1杯
オリーブ油･･････････大さじ1杯
玉葱････････････････････････60g
赤パプリカ･････････････････15g
黄パプリカ･････････････････15g
みょうが ･･･････････････････ 1個
大葉････････････････････････ 2枚

材料

ポイント

（2人分）

酢 ･･･････････････････大さじ3杯
砂糖･････････････････小さじ2杯
濃口しょうゆ･････ 小さじ1.5杯
赤とうがらし･･････････････ 適量

●Aは調味酢に置き換えも出来ます
●片栗粉をまぶして焼くことで漬け
ダレの味がからみやすくなります

●漬け込む時間はお好みで調整ください
●冷やすとさらにおいしくなります

（A）

◎40kcal ◎たんぱく質5g 　◎脂質0.5g
◎食物繊維2.5g　◎食塩0.8g

 栄養価
（1人当り）

◎290kcal　◎たんぱく質17g 　◎脂質21g
◎食物繊維1.0g　◎食塩1.0g

 栄養価
（1人当り）

栄養部
インスタグラム

管理栄養士 宮田紘世調理師 植田茜

ワ
タ
シ
た
ち
が

考
え
ま
し
た！

考
え
ま
し
た！

大 阪 府 民 の み な さ ま へ

肝炎ウイルス検査で陽性が判明した方

診断名や治療内容によって制度が異なります

診断名

※健康保険適用医療のみ対象です。

初回の精密検査費用の助成が受けられます。

B型C型肝炎ウイルス感染を原因とする
慢性肝炎・肝硬変・肝がんの方を対象とした

医療費助成制度のご案内

府・市町村が実施する肝炎ウイルス検査のほか、職場健診・妊婦健診·手術前1年以内に実施した肝炎
ウイルス検査で陽性が判明した方が対象です。血液検査、腹部エコー検査等の医療費の一部を助成
します。ただし、大阪府肝炎専門医療機関で受けた初回の精密検査に限ります。

※所得制限あり、回数制限あり一年度2回まで、健康保険適用医療のみ対象です。

治療終了後などの、経過観察のための
定期検査費用の助成が受けられます。
「慢性肝炎・肝硬変・肝がん」と診断されている方が対象です。血液検査、腹部 エコー検査等の医療費
の一部を助成します。ただし、大阪府肝炎専門医療機関 で受けた検査に限ります。

治療が必要になったら、医療費の一部の助成が受けられます。

1

2

3

肝炎初回精密検査費用助成事業

肝炎定期検査費用助成事業

肝炎治療医療費援助事業／肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

慢性肝炎・肝硬変

※健康保険適用医療のみ対象です。

【対象医療】
●核酸アナログ製剤治療
●インターフェロン治療
●インタフェロンフリー治療

診 断 名

肝炎治療医療費援助事業

肝がん・重度肝硬変

※所得制限あり、健康保険適用医療のみ対象です。

【対象医療】
●肝がん・重度肝硬変に対する入院治療
●肝がんに対する通院治療（分子標的薬を用いた
化学療法と肝動注化学療法）

診 断 名

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

平成30年
12月から
始まりました
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病気になったらどんな料理をたべたらいいの？肝臓にやさしい料理ってどんなもの？
体
に
い
い
も
の
を
食
べ
た
い
け
れ
ど
、
手
が
こ
ん
だ
も
の
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
。
も
っ
と
気
軽
に
で
き
る
も
の
、
お
し
え
て
ほ
し
い
な
。


